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●記念講演
演題　「子どものために手をつなぐ」　　
～学校へのイチャモン（無理難題要求）のウラにあるもの
　　
 講師　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(　お の だ　　まさとし),小野田　正利)（大阪大学・大学院教授）
＜講師紹介＞1955年生まれ。専門は、教育制度学、学校経営学。
著書に『教育参加と民主制』(風間書房)、
『悲鳴をあげる学校』ー「教育改革病」からの回復（大阪大学人間科学研究科・教育制度学研究室）
『悲鳴をあげる学校Ⅱ』ーイチャモン（無理難題要求）の現状とその本質（　同上　）
などがある。97年に日本教育経営学会賞を受賞。
≪講演レジメからの抜粋≫



《私のスタンス》


　私のイチャモン研究の趣旨と目的に、学校や教育委員会に寄せられる自由な要望やまともな要求を、制約したり批判・揶楡したりする意図はまったくありません。むしろ逆に、それらの十分な発展とともに、学校・教職員の自己反省や励ましにつながる関係性を作り出すことが目的です。


　保護者の要求が、無理難題要求（イチャモン）に見えてしまうとすれば、なぜそのような「主張や行動の形態」になるのか。また受け手の学校や教職員の側も、場合によっては本来正当性をもっていた要求や苦情を「受け止め損ねて」、それをなんともならない無理難題要求（イチャモン）として認識してしまうことはありはしないか。そういった構造の分析とともに、関係当事者双方が「自己の主体性と他者への配慮」を意識し行動できるような装置（システム）をどうやって作り出すかが、研究課題です。それは私のライフワークの一つである「教育参加制度」ともつながるものです。





１．学校・園へのイチャモンの急増現象


・2004年末から2005年始めにかけて、複数の学校からのＳＯＳ


　→現場（学校）に出向いて痛感したこと。


　　「学校はゴミ箱、教職員はサンドバッグ」。ツブれていく教職員、萎縮する学校。


２．私はなぜ「イチャモンの研究」をはじめたのか?


・深刻さを増す学校と教育行政。


オモテの現象だけでなく、ウラの現象と両方を分析してはじめて本当のことがわかる。


大阪大学・教育制度学研究室のスタンス＝“等身大の学校の姿”を分析する。


　東大とも京大とも違う独自のケッタイな方向性の追求（学校現場に元気と自信を！）


　　尊敬される教育学者ではなく、信頼される教育学者に。


「地に足をつけた教育研究と展望の提示」を切望する学校現場に、どう応えるか。


３．「保護者対応」に苦悩し呻吟する学校の実態


　　　「保護者対応の現状」に関するアンケート調査結果（関西３地区で2005年春に実施）





４．教育の場だけではない。社会全体にひろがっている深刻さがある。


　怒るべき相手ではなく、弱い者一反撃できない者へと「攻撃」が向けられていく


　（政治家の暴論や大罪は見過ごされ､庶民のささいなミスばかりがねらい打ちにされる）。


　強い者が弱い者を叩く、弱い者はそれに抗うのではなく、さらに弱い者を叩く


　　＝閉塞する社会の到来？　「仮想敵」としての公務員と教職員。


・2005年８月８日の「参議院」における郵政民営化法案否決による「衆議院解散」は、難癖的「イチャモン」解散ではないのか。そして英米のイラク戦争は、いいがかり的「イチャモン戦争」ではないのか。


５．イチャモンを言う保護者と問題教師を並べて「どっちもどっちだ!」では本当の解決にはならない。（マスコミではこのような扱いになりやすい）・「バカ親もいるが、トンデモナイ教師もいる。どっちもどっちだ！」という論理　⇒問題の焦点をぼかして、拡散させることになり、本質が見えなくなる   これでは、まじめな保護者も、まともな教職員の両方とも「救われない」


６．なぜ、学校・園へのイチャモンが急増しているのか?


・「教育改革病」の15年間。「改革」をやればやるほど「疲弊」していく学校。


・ただでさえ「体力」が落ちているところに・・・。あらゆるところでイチャモンは起きる。


・保護者アンケート、学校評価をやればやるほど学校や教職員が「疲弊し」「元気を喪失させていく」という現実。


　仮説①　日本の学校は生徒指導を抱え､苦情の受けロとして措定され、際限なく無理難題をも受け入れざるをえなかった。　（間口の広さと言いやすさ）


　仮説②　マスコミによる､ステレオタイプ化した学校像･教師像報道の繰り返しによって、増幅


　　　　・「学校は、子どもたちのためならどんなことでもできる」（褒め殺し）


　　　　・「学校は機能不全に陥っている。徹底的に批判し、変革すべきだ」（過小評価と決めつけ）


　仮説③　ここ数年間の国が主導する場当たり的「教育政策」の質的変容が、教育不信・学校不信を生み出し、末端の学校がそれらの「尻拭い」をさせられている。（底流に広がるもの）


７．「学校教育」は、一般の商品やサービスとは違う。（もう一度、子育ての基本と原点に立ち返ろう）


・今さかんに文科省が進める「顧客満足主義」の問題点。「やるべきこと」「やってはいけないこと」


８．学校にできることは?　　２つの原理原則


Ａ．“渦中にある現象”と“本質（願い）”を区別して見極める必要性。


　　　　《オモテにみえる要求ではなく、そのウラに透けて見える本音を見定める。》


Ｂ．一人で背負い込まない。徹底した共同化。


　　　　《もともと日本の学校が持っていた利点＝共同化が発揮できる職員室の構造、多様な視点で語り合うことの重要性｡元気な人がひっぱっていく（世の中は相持ち）。》


・小野田の定理①「イチャモンは時と人を選ばない」


・一つの出来事→「自信喪失」→「疑心暗鬼」→「過剰防衛・過剰反応」→「秘密主義、抱え込み」→「さらなる自信喪失」という悪循環にはまる（「今は元気なあなたにも、ある日突然のようにコトは降ってくるのです」）。


９．制度改革を含めた短期的な措置と中・長期的な展望《周辺事態の変化》


　　しなやかな対応や冷静な判断、そして共同性を発揮できる職場環境の大事さ。


　　　無茶で非合理な「教育改革」はもう止めるべき（確実に学校から体力を奪っている）。


　　　教職員が子どもとふれあう時間が減少すればするほど､イチャモンは反比例して増加。


１０ ． 日本的学校・園の特質を“再評価する”必要性≪他国からも注目されている、日本の特質≫


１１ ． 共同的取り組みの緊急性　（教育学者、弁護士、精神科医［カウンセラー］たちと）


・精神性疾患による休職教員3,559人（2004年度）の内実


→「理由の多くに“保護者対応による疲弊”が関係している」早期退職者の増加現象の背景にも、


１２． 教職員ヘー元気出していこうぜ!そしてツボをはずさないように!でも無理しないで！


・教職員が専門職としての自信を喪失し、元気をなくしていくことが最も危ない。


・教育のエンドユーザーは親ではなく子ども。大事なのは“子どもの自治の力”を育てること。子どもの信頼を勝ち得ることが、教職員にとっては最大の励みになるし、明日ヘの活力となる。


・連帯するということ。思いや願いを、個別分散ではなく、共同化するということ。











